
令和6年9月12日職員会議検討テーマ

『（子どもと職員の）人権の保障を疎外する要因である

「優越の錯覚」との関係について考えてみる』

討議の目的：職員ヒヤリングや子どもの聴き取り調査で、

伝え方における人間関係の難しさを痛感しており、

その背景に伝える側の無自覚な「優越の錯覚」があるように感じているため、

人権保障を疎外する要因としての自らの「優越の錯覚」について考え全体で討議する。

考えるためのキーワード

「相手よりも自分が優れているという意識」⇔「根拠のない自分の優越感を常に自戒する」

「他責にする無意識的傾向」⇔「自責で考える主体的意識」

「自分は間違っていないと考え上から目線」⇔「上から目線にならないように常に気をつけている」

「相手がおかしい・間違っている」⇔「自分も間違うこともある」

「驕っている」⇔「謙虚でいる」

「立場の優位性で調子に乗っている」⇔「立場が優位であっても調子に乗らない」

「自分の気持ちを伝えることを諦められてしまう存在」⇔『「この人なら自分の気持ちを伝えたい」と思ってもらえる存

在』
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